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別記様式第 2号 別添 

浜の活力再生プラン 

令和５～９年度 

（第２期） 

１ 地域水産業再生委員会 

再生委員会の構成員 内浦漁業協同組合、加茂水産定置網組合、丸内定置網組合、佐渡市農

林水産課 

オブザーバー 新潟県佐渡地域振興局農林水産振興部水産庁舎、新潟県漁業協同組合

連合会両津支所 

対象となる地域の範囲及び

漁業の種類 

内浦漁業協同組合の地区 

地域の範囲：佐渡市北五十里、白瀬、玉崎、和木、馬首 

 北松ヶ崎、平松、浦川、歌見 

漁業種類：ギンザケ養殖業（２経営体）、大型定置網（２経営体）、

小型定置網（２名）、刺網漁業（１０名）、採介藻漁業（２６名） 

【合計４経営体、３８名】 

※令和４年１１月現在（内浦漁協調べ）

２ 地域の現状 

（１）関連する水産業を取り巻く現状等

本委員会の対象地域は、佐渡島北東部の両津湾内に面した、北五十里地区から歌見地区まで約

１２㎞の海岸線を有しており、冬季間も北西の季節風の影響が少なく、年間を通して多くの魚種

が漁獲される好漁場となっている。 

主な漁業種類は、大型定置網、小型定置網、採介藻漁業で、漁獲物はブリ、マグロ、サバ類、

イカ類、マダラ、タイ類、ヒラメ、カレイ類、アワビ、サザエ等の貝類、モズク、ながも（アカ

モク）等の海藻類、タコ、ナマコなど多岐に渡っている。また、養殖業もワカメやギンザケを中

心に行われており、近年では、ながも（アカモク）やコンブにも取り組んでいる。漁獲物は、ほ

とんどが島内両津地区にある佐渡魚市場へ出荷されセリにかけられる。相場を見ながら島外の新

潟市場へ出荷する漁業者もいるが、ごく僅かである。 

当地区では、全体の漁獲量および、漁獲高の約７割を大型定置網が占めている。年間約１０ヶ

月操業する大型定置網では、ブリ、サワラ、クロマグロ、イカ等が漁獲される。特に１１月～１

月に漁獲されるブリは『佐渡産寒ブリ』と呼び、ブランド化に向けて取り組みを進めている。今
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後、両津地区の大型定置漁業者で構成される佐渡寒ブリ協議会や新潟県漁業協同組合連合会（以

下、「県漁連」という。）等と連携し、魚価向上の取組として、『佐渡産寒ブリ』の消費および、

販路拡大の取組が必要となっている。また、強度資源管理措置やクロマグロの資源管理について

も引き続き取り組まなくてはならない。 

当地区全域では、近年需要が多く高値で取り引きされる天然ながも（アカモク）が、採介藻漁

業者の収入源の一つとなっている。しかし、天然ながも（アカモク）資源は減少傾向にあり、一

部地域では、漁期や一人当たりの漁獲量を定めるなどの資源管理に取り組んでいるが、資源の回

復にはいたっていない。このため、ながも（アカモク）資源の増加を目的として、平成２１年よ

り内浦漁業協同組合（以下、「漁協」という。）と漁業者で、新潟県の指導を受けながら、ながも

（アカモク）の種苗生産および海上養殖に取り組んでいる。しかしながら、沖だし等に関する海

上での養殖技術が課題となっており、収穫量は未だ不安定である。漁業者の漁獲量および所得向

上ため、海上養殖技術の確立が求められている。 

また、近年のナマコ資源は減少傾向にあり、現段階での資源を維持するため、引き続き資源管

理、漁場環境の保全に取り組み、ナマコ種苗放流等を行い資源の維持に向けた取り組みが必要で

ある。 

漁業を取り巻く環境は、年々厳しさを増している。中でも、漁業者の５０％が７０歳以上で、

高齢化および、・後継者不足が当地域で深刻な課題となっている。また、離島であるため、輸送

費が上乗せされ、漁業に必要な燃料油、資機材などは、常に本土より割高であり漁業経営を圧迫

する要因の一つであるため、コスト削減に取り組む必要がある。 

漁協と漁業者は、漁業所得の向上と漁業経営の改善に向け、魚価向上の取組と販路拡大、なが

も（アカモク）の養殖技術確立による安定生産、ナマコの資源管理と種苗放流等による資源維持

の取組をはじめ、漁業後継者、新規就業者の確保、漁業コストの削減等に向けた取組を実施して

いく必要がある。 

離島漁業再生支援交付金により自動製氷機・冷凍庫を整備し鮮度保持の取組を行っている。ま

た、ながも（アカモク）養殖の生産技術確立に向けて取り組んでいる。 

（２）その他の関連する現状等

 佐渡市の人口は令和４年１月末で 51,915人、合併時の平成 16年 3月末が 70,068人であり、

18,153人減少している。65歳以上の割合も現状で 42％となっており、著しく高齢化が進んでい

る。 

当地区では、例年２月に新潟市で開催される「海の幸まつり」や 11 月に開催される「佐渡さ

かなまつり」等のイベントに積極的に参加し佐渡の魚を PRしていたが、新型コロナウイルス感

染症の拡大を受けて販売イベント等が軒並み中止になっており、PR が不足している。 
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３ 活性化の取組方針 

（１）前期の浜の活力再生プランにかかる成果及び課題等
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（２）今期の浜の活力再生プランの基本方針

１．漁業収入向上のための取組 

①大型定置網における佐渡産寒ブリの魚価向上

漁協と漁業者は、佐渡寒ブリ協議会や新潟県漁連と連携し、寒ブリの島外出荷や島内外の飲食

店等への販売を行う。流動氷（海水と海水氷を混ぜたシャーベット状の氷）の使用、船上での神

経締め等さらなる鮮度保持に努めるとともに、金庫網を活用した出荷調整等を行い魚価の向上に

取り組む。また、島内外のイベントで寒ブリを PRし販路の拡大を図る。 

②養殖ながも（アカモク）の養殖技術確立による安定生産体制の構築と生産量増加および天然資

源増加 

 漁協と漁業者は、ながも（アカモク）資源の増大と安定的な生産を目指し、養殖技術および、

生産体制の確立に向けて取り組む。 

養殖用ながも種苗の安定生産におおよその目途が立ったため、漁協と漁業者は、ながも（アカ

モク）種苗の生産量を増やすために水槽を増設し、新潟県の指導のもと、生産規模を拡大して島

内のナガモ（アカモク）漁業者へ種苗の販売を開始する。 

漁協と漁業者は、沖出し時の種苗の大きさや時期、水深等、ながも（アカモク）養殖技術を確

立するために、新潟県の指導のほか、ながも(アカモク)養殖について、他地区の漁協や漁業者、

関係機関等と情報交換を行い技術の向上を図る。 

③ナマコ資源増加に向けた取り組み

漁協と漁業者はナマコ資源の増加に向け、佐渡ナマコ研究会と連携し、稚ナマコの放流と育成

場の整備を行う。また、漁協と漁業者は、捕獲サイズ等の協議を行い、ナマコ資源増加に向けて

取り組む。 

④新規就業者の確保と担い手の育成

漁協と漁業者は将来を担う人材の確保・育成に取り組む。このため、前期プランで実施できな

かった高校生への就職ガイダンスや国や市の新規漁業就業者支援事業を活用して、新規就業者の

確保に取組む。また、新規漁業就業者のマッチング、研修、着業前に体験漁業を実施して着業し

やすい環境づくりに努める。 

２. 漁業コスト削減のための取組

①船底清掃と減速航行の取組

漁船の燃費向上のため、船底清掃を実施するとともに、減速航行を行うことにより燃油経費の
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削減を図る。 

②漁業経営セーフティーネット構築事業への加入促進

漁業経営セーフティーネット構築事業への加入を促進し、燃油価格の高騰に備える。

（３）漁獲努力量の削減・維持及びその効果に関する担保措置

・知事許可漁業において、年間で刺網漁業 7 日間、釣り漁業 8日間の自主的操業休止期間の制限

を設けている。 

・大型定置網では、強度資源管理措置にも取り組んでおり、年間７日間の自主的操業休止を行っ

ている。 

（４）具体的な取組内容（毎年ごとに数値目標とともに記載）

１年目（令和５年度） 所得向上率（基準年比）11.4％ 

漁業収入向上の

ための取組 

取組内容は、進捗状況及び得られた成果等を踏まえて必要に応じて見直すこ

ととする。（２年目以降も同じ。） 

①大型定置網における佐渡産寒ブリの魚価向上

漁協と漁業者は、佐渡寒ブリ協議会や新潟県漁連と連携し、寒ブリの販売

促進について協議する。 

 漁協と漁業者は、寒ブリの出荷調整について過去の実績をもとに分析、評

価をする。 

②養殖ながも(アカモク)の養殖技術確立による安定生産の構築と生産量増加

および天然資源増加 

 漁協と漁業者は、ながも（アカモク）養殖技術の確立と安定的な生産体制

づくりに努める。また、他地区ながも（アカモク）漁業者への種苗販売に関

する情報収集を実施し、具体的な目標生産数、販売金額等を検討する。 

漁協と漁業者は、沖出し時の種苗の大きさや時期、水深等、ながも（アカ

モク）養殖技術を確立するために、新潟県の指導のもと、ながも(アカモク)

養殖について、他地区の漁協や漁業者、関係機関等と情報交換しながら技術

の向上を図る。 

漁協と漁業者は、種苗生産時に間引きして余った種苗の活用方法について

検討する。 

③ナマコ資源増加に向けた取り組み

漁協と漁業者はナマコ資源の増加に向け、稚ナマコの放流と育成場（カキ

殻礁）の整備を行う。また、漁協と漁業者は、第１期浜プランの取り組みの
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分析、評価を行う。 

 

④新規就業者の確保と担い手の育成 

漁協と漁業者は将来を担う人材の確保・育成に取り組む。このため、島内

高校生の向けの就職ガイダンスや国及び市の新規就業者支援事業を活用し

て、新規就業者の確保に取組む。また、新規漁業就業者のマッチング、研修、

着業前に体験漁業を実施して着業しやすい環境づくりに努める。 

 

漁業コスト削減

のための取組 

①船底清掃と減速航行の取組 

・漁業者は、漁船の燃費向上のため、船底清掃を実施するとともに、減速航

行を行うことにより燃料経費の削減を図る。 

 

②漁業経営セーフティーネット構築事業への加入促進 

・漁業者は、漁業経営セーフティーネット構築事業へ加入し、燃油価格の高

騰に備える。 

活用する支援措

置等 

・離島漁業再生支援交付金 

・省燃油活動推進事業 

・漁業経営セーフティーネット構築事業 

・漁業人材育成総合支援事業 

・佐渡市新規就業者支援事業 

 

２年目（令和６年度） 所得向上率（基準年比）11.4％ 

漁業収入向上の

ための取組 

①大型定置網における佐渡産寒ブリの魚価向上 

 漁協と漁業者は、佐渡寒ブリ協議会や新潟県漁連と連携し、寒ブリの販売

促進を進めながら、島外出荷を行う。 

 漁協と漁業者は、寒ブリの出荷調整について前年の評価をもとに単価が高

くなる出荷時期を検討する。 

 漁協と漁業者は、寒ブリの PRのため島内イベントへの参加を検討する。 

 

②養殖ながも(アカモク)の養殖技術確立による安定生産の構築と生産量増加

および天然資源増加 

 漁協と漁業者は、ながも（アカモク）養殖技術の確立と安定的な生産体制

づくりに努める。また、前年の情報収集から当地区及び他地区ながも（アカ

モク）漁業者から種苗購入数及び販売金額を把握することで、現状で生産で

きる体制を構築し、種苗販売を開始する。 

 漁協と漁業者は、沖出し時の種苗の大きさや時期、水深等、ながも（アカ
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モク）養殖技術を確立するために、新潟県の指導の下、ながも(アカモク)養殖

について他地区の漁協や漁業者、関係機関等と情報交換を継続し、技術の向

上を図る。 

 漁協と漁業者は、種苗生産時に間引きして余った種苗を種苗付き基質とし

て海へ沈設し、ながも（アカモク）資源の増加を図る。 

③ナマコ資源増加に向けた取り組み

漁協と漁業者はナマコ資源の増加に向け、佐渡ナマコ研究会と連携し、稚

ナマコの放流と育成場の整備を行う。また、漁協と漁業者は、前年のナマコ

の漁獲に関する分析、評価をもとに、漁期や漁獲サイズについて検討する。 

④新規就業者の確保と担い手の育成

漁協と漁業者は将来を担う人材の確保・育成に取り組む。このため、島内

高校生の向けの就職ガイダンスや国及び市の新規就業者支援事業を活用し

て、新規就業者の確保の取組を継続する。また、新規漁業就業者のマッチン

グ、研修、着業前に体験漁業を実施して着業しやすい環境づくりに努める。 

漁業コスト削減

のための取組 

①船底清掃と減速航行の取組

・漁業者は、漁船の燃費向上のため、船底清掃を実施するとともに、減速航

行を行うことにより燃料経費の削減を図る。 

②漁業経営セーフティーネット構築事業への加入促進

・漁業者は、漁業経営セーフティーネット構築事業へ加入し、燃油価格の高

騰に備える。 

活用する支援措

置等 

・離島漁業再生支援交付金

・省燃油活動推進事業

・漁業経営セーフティーネット構築事業

・漁業人材育成総合支援事業

・佐渡市新規就業者支援事業

３年目（令和７年度） 所得向上率（基準年比）11.6％ 

漁業収入向上の

ための取組 

①大型定置網における佐渡産寒ブリの魚価向上

漁協と漁業者は、佐渡寒ブリ協議会や新潟県漁連と連携し、前年行った島

外出荷について検証を行うとともに、出荷の際の鮮度保持等について検討す

る。 

漁協と漁業者は、寒ブリの出荷調整について単価が高くなる出荷時期での
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出荷を行う。 

 漁協と漁業者は、寒ブリの PRのため島内イベントでの販売方法等について

検討する。 

 

②養殖ながも(アカモク)の養殖技術確立による安定生産の構築と生産量増加 

 漁協と漁業者は、ながも（アカモク）養殖技術の確立と安定的な生産体制

づくりを継続する。また、当地区及び他地区ながも（アカモク）漁業者から

の情報収集を継続し、種苗購入数を把握する。種苗を増産するために、水槽

を１基増設する。 

 漁協と漁業者は、沖出し時の種苗の大きさや時期、水深等、ながも（アカ

モク）養殖技術を確立するために、新潟県の指導の下、ながも(アカモク)養殖

について他地区の漁協や漁業者、関係機関等と情報交換を継続し、技術の向

上を図る。 

 漁協と漁業者は、種苗生産時に間引きして余った種苗を種苗付き基質とし

て海へ沈設し、ながも（アカモク）資源の増加を継続し、天然アカモクの漁

獲量から効果検証を実施する。 

 

③ナマコ資源増加に向けた取り組み 

 漁協と漁業者はナマコ資源の増加に向け、佐渡ナマコ研究会と連携し、稚

ナマコの放流と育成場の整備を行う。また、漁協と漁業者は、前年の検討結

果に基づき漁期や漁獲サイズ等の漁獲規制の見直しをする。 

 

④新規就業者の確保と担い手の育成 

漁協と漁業者は将来を担う人材の確保・育成に取り組む。このため、島内

高校生の向けの就職ガイダンスや国及び市の新規就業者支援事業を活用し

て、新規就業者の確保の取組を継続する。また、新規漁業就業者のマッチン

グ、研修、着業前に体験漁業を実施して着業しやすい環境づくりに努める。 

漁業コスト削減

のための取組 

①船底清掃と減速航行の取組 

・漁業者は、漁船の燃費向上のため、船底清掃を実施するとともに、減速航

行を行うことにより燃料経費の削減を図る。 

 

②漁業経営セーフティーネット構築事業への加入促進 

・漁業者は、漁業経営セーフティーネット構築事業へ加入し、燃油価格の高

騰に備える。 

活用する支援措

置等 

・離島漁業再生支援交付金 

・省燃油活動推進事業 
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・漁業経営セーフティーネット構築事業

・漁業人材育成総合支援事業

・佐渡市新規就業者支援事業

４年目（令和８年度）所得向上率（基準年比）11.7％ 

漁業収入向上の

ための取組 

取組内容は、進捗状況及び得られた成果等を踏まえて必要に応じて見直すこ

ととする。 

①大型定置網における寒ブリの魚価向上

漁協と漁業者は、佐渡寒ブリ協議会や新潟県漁連と連携し、出荷の際の鮮

度保持等についての検討を踏まえて、島外出荷に取り組む。また、県外出荷

について検討する。 

 漁協と漁業者は、引き続き寒ブリの出荷調整について単価が高くなる出荷

時期での出荷を行う。 

漁協と漁業者は、寒ブリの PRのため島内イベントに参加する。また、島外

イベントへの参加、販売方法についても検討する。

②養殖ながも(アカモク)の養殖技術確立による安定生産の構築と生産量増加

漁協と漁業者は、ながも（アカモク）養殖技術の確立と安定的な生産体制

づくりを継続する。また、当地区及び他地区ながも（アカモク）漁業者から

の情報収集を継続し、種苗購入数を把握する。漁業者の種苗購入量を見込み、

種苗増産するために、水槽を１基増設する（計２基）。 

漁協と漁業者は、沖出し時の種苗の大きさや時期、水深等、ながも（アカ

モク）養殖技術を確立するために、新潟県の指導のもと、ながも(アカモク)

養殖について他地区の漁協や漁業者、関係機関等と情報交換を継続し、技術

の向上を図る。 

漁協と漁業者は、ながも（アカモク）資源の増加を目的に、種苗生産時に

間引きして余った種苗を種苗付き基質として海へ沈設する取組を継続し、天

然アカモクの漁獲量から効果検証を実施する。 

③ナマコ資源増加に向けた取り組み

漁協と漁業者はナマコ資源の維持に向け、佐渡ナマコ研究会と連携し、稚

ナマコの放流と育成場の整備を行う。また、漁協と漁業者は、前年に見直し

をした漁獲規制を行う。 

④新規就業者の確保と担い手の育成
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漁協と漁業者は将来を担う人材の確保・育成に取り組む。このため、島内

高校生の向けの就職ガイダンスや国及び市の新規就業者支援事業を活用し

て、新規就業者の確保に取組を継続する。また、新規漁業就業者のマッチン

グ、研修、着業前に体験漁業を実施して着業しやすい環境づくりに努める。 

漁業コスト削減

のための取組 

①船底清掃と減速航行の取組

・漁業者は、漁船の燃費向上のため、船底清掃を実施するとともに、減速航

行を行うことにより燃料経費の削減を図る。 

②漁業経営セーフティーネット構築事業への加入促進

・漁業者は、漁業経営セーフティーネット構築事業へ加入し、燃油価格の高

騰に備える。 

活用する支援措

置等 

・離島漁業再生支援交付金

・省燃油活動推進事業

・漁業経営セーフティーネット構築事業

・漁業人材育成総合支援事業

・佐渡市新規就業者支援事業

５年目（令和９年度）所得向上率（基準年比）11.8％ 

漁業収入向上の

ための取組 

取組内容は、進捗状況及び得られた成果等を踏まえて必要に応じて見直すこ

ととする。 

①大型定置網における寒ブリの魚価向上

漁協と漁業者は、佐渡寒ブリ協議会や新潟県漁連と連携し、出荷の際の鮮

度保持等についての検討しながら、島外出荷および県外出荷に取り組む。 

 漁協と漁業者は、引き続き寒ブリの出荷調整について単価が高くなる出荷

時期での出荷を行う。 

漁協と漁業者は、寒ブリの PRのため島内、島外イベントに参加する。 

②養殖ながも(アカモク)の養殖技術確立による安定生産の構築と生産量増加

漁協と漁業者は、ながも（アカモク）養殖技術の確立と安定的な生産体制

づくりを継続する。また、当地区及び他地区ながも（アカモク）漁業者から

の情報収集を継続し、種苗購入数を把握する。漁業者の種苗購入量を見込み、

種苗増産するために、水槽を１基増設する（計３基）。 

漁協と漁業者は、沖出し時の種苗の大きさや時期、水深等、ながも（アカ

モク）養殖技術を確立するために、新潟県の指導のもと、ながも(アカモク)

養殖について他地区の漁協や漁業者、関係機関等と情報交換を継続し、技術
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の向上を図る。 

 漁協と漁業者は、ながも（アカモク）資源の増加を目的に、種苗生産時に

間引きして余った種苗を種苗付き基質として海へ沈設する取組を継続し、天

然アカモクの漁獲量から効果検証を実施する。 

③ナマコ資源増加に向けた取り組み

漁協と漁業者はナマコ資源の増加に向け、佐渡ナマコ研究会と連携し、稚

ナマコの放流と育成場の整備を行う。また、漁協と漁業者は、漁獲規制の効

果を検証しながら、資源管理に努める。 

④新規就業者の確保と担い手の育成

漁協と漁業者は将来を担う人材の確保・育成に取り組む。このため、島内

高校生の向けの就職ガイダンスや国及び市の新規就業者支援事業を活用し

て、新規就業者の確保に取組を継続する。また、新規漁業就業者のマッチン

グ、研修、着業前に体験漁業を実施して着業しやすい環境づくりに努める。 

漁業コスト削減

のための取組 

①船底清掃と減速航行の取組

・漁業者は、漁船の燃費向上のため、船底清掃を実施するとともに、減速航

行を行うことにより燃料経費の削減を図る。 

②漁業経営セーフティーネット構築事業への加入促進

・漁業者は、漁業経営セーフティーネット構築事業へ加入し、燃油価格の高

騰に備える。 

活用する支援措

置等 

・離島漁業再生支援交付金

・省燃油活動推進事業

・漁業経営セーフティーネット構築事業

・漁業人材育成総合支援事業

・佐渡市新規就業者支援事業

（５）関係機関との連携

再生委員会と漁協は、ブリの単価向上について定置網漁業者を指導する。 

再生委員会と漁協は、市や県と連携してながも養殖及びナマコの資源管理について、漁業者を

指導する。 

漁協は、漁連、市、県と連携して、新規就業者の確保に努める。 
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４ 目標 

（１）所得目標

漁業所得の向上

10％以上 

基準年 平成２９～令和３年度：漁業所得（地区総額） 円 

目標年 令和９年度： 漁業所得（地区総額） 円 

（２）上記の算出方法及びその妥当性

（３）所得目標以外の成果目標

ブリの単価向上 基準年 5中 3平均（Ｈ29～Ｒ3）： 991 円/kg 

目標年 令和 9年度：  1,043 円/kg 

（４）上記の算出方法及びその妥当性

 主に、品質向上（神経締め）及び金庫網を活用した出荷調整によるブリの単価を向上により所

得の向上を目指す計画であることから、ブリの単価を所得目標以外の成果目標とした。 

５ 関連施策 

  活用を予定している関連施策名とその内容及びプランとの関係性 

事業名 事業内容及び浜の活力再生プランとの関係性 

・離島漁業再生支援交付金 ・ながも(アカモク)種苗生産の安定化、生産量増加に向けた設

備の導入。ナマコの資源増加に向けた育成場の設置、稚ナマコ

の放流。 

・省燃油活動推進事業 ・燃油価格の高騰に備え、漁業コスト削減を図る。

・漁業経営セーフティーネット

構築事業 

・情報提供事業、育成事業を活用し、新規就業者の確保・育成

を図る。

・漁業人材育成総合支援事業

・佐渡市新規就業者支援事業

・情報提供事業、育成事業を活用し、新規就業者の確保・育成

を図る。


